
ゴマの優れた栄養成分の体内での働きと
ゴマの有効成分セサミンを効率よく吸収させるための発酵技術について
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ゴマ特有の微量成分セサミン
そこでゴマ特有の成分についての研究が始まり、ゴマのなかでもわずかな量しか含まれないゴマリグナン類
という、ゴマ特有の成分に注目が集まりました。 
ゴマリグナン類にはいくつか種類があり、最も多く含まれるのがセサミン。それ以外にもセサモリン、セサ
モールなどがあり、これらの成分を総称してゴマリグナン類と呼ばれています。
ゴマリグナン類の働きで最初にわかったのは、酸化を抑える効果です。ゴマ油は、天ぷら油として使われる
ことが多いのですが、他の食用油と比べて何度も繰り返し使うことができるという特徴があります。
油を60℃で放置すると酸化が進み、劣化して空気中の酸素や水分を吸い込んで重量が重くなる性質がありま
す。これを利用し、どの油が酸化されにくいかを調べる実験を行いました。

酸化を抑える「ゴマリグナン類」の働き
コーン油、サフラワー油や大豆油、菜種油は早い段
階で酸化が進むのに対して、ゴマ油は50日間放置し
ても、ほとんど酸化が進んでいません。これこそゴ
マリグナン類の作用によるもので、油を酸化から守
る抗酸化作用なのです。
リノール酸やオレイン酸のような不飽和脂肪酸は酸
化しやすいのが欠点ですが、これを抑制してくれる
働きをしてくれるのがゴマに含まれるゴマリグナン
類の優れた抗酸化作用だったのです。

ゴマリグナン類の驚くべきメカニズム！
肝臓に直接届いて作用する　だから効き目が違うゴマリグナン類
体内に摂取されたゴマリグナン類が、どのように働くかについてもわかっています。ゴマリグナン類の一つ
であるセサミンは、腸から吸収されると肝臓に直結している門脈という血管を通り、活性化されずに肝臓ま
で行き、肝臓にたどり着いた後に活性化されることが確認されています。これはセサミンだけの特徴なので
す。また１日経つと、ゴマリグナン類は体外に排出されることもわかっています。抗酸化作用のあるゴマリ
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グナン類は、長期間体内に蓄積されることなく体外に
排出されてしまうので、毎日定期的に摂取することが
理想的です。老化の原因であるといわれる活性酸素は、
特に肝臓で多く発生することがわかっています。カラ
ダの酸化を防ぐためには、この肝臓の活性酸素を取り
除くことが大切です。
効率よく吸収されたゴマリグナン類のセサミンは体内
に入り、もっとも活性酸素が発生しやすい肝臓に到達
して初めて活性化され、強い抗酸化力を発揮して、活
性酸素を抑制してくれるのです。

活性酸素を減らす鍵は肝臓にあり
肝臓はエネルギーの供給、カラダを構成する成分の合成、そして有毒物質の分解などの重要な働きを行うた
めに、体内に取り込まれた酸素の大部分（30 ～ 50％）を消費するといわれています。それだけに活性酸素
が発生しやすい臓器でもあるのです。肝臓に活性酸素が発生しすぎると、正常な細胞までダメージを受けて
しまうため、全身へのエネルギー供給が滞ってしまい、体調が悪い、疲れやすい、顔色が悪いなどの症状を
覚えるようになります。

もともと体内では、活性酸素を抑制してくれるSOD
（スーパー・オキサイド・ディスムターゼ）といわれ
る酵素が、肝臓でつくられています。
SODが十分につくられていれば、過剰に発生した活性
酸素を抑制してバランスを整えてくれます。しかし残
念なことに、SOD酵素の分泌量は一般的に40代以降か
ら徐々に減少して、加齢とともに衰えてくるといわれ
ています。だからこそ、毎日の食事などから抗酸化物
質を補い、活性酸素の過剰な発生を防ぐことで、肝臓
の働きを維持する必要があるのです。



セサミンを減少する事なく、セサモールを効率的に生成します。
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セサミンを効率よく吸収させるための乳酸菌発酵
そこでゴマの栄養成分を効率よく吸収できるようにする開発が進められました。ゴマリグナン類であるセサ
ミンは抗酸化作用の強い物質ですが、脂溶性のために消化吸収がよくないという欠点があります。現在市販
されているセサミンを使用したサプリメントは、ビタミンEなどの脂質に溶かして一緒にすることにより、
セサミン単体よりも吸収されやすいように工夫
されています。しかし研究の結果、セサミンが
無機酸（HC1、H2SO4、etc）には溶けないがア
ルコールや有機酸（乳酸、酢酸、クエン酸等）
にはよく溶けることが確認できました。
そこでセサミンを最も効率よく体内に吸収でき
るようにするには、乳酸菌による発酵時に産生
する乳酸と、微量の他の酸を配合することが非
常に相性がよく、ゴマに含まれる有効成分を十
分に生かせることはもちろん、乳酸菌発酵によ
る代謝物も生かせる最も無駄のない方法と、身
体によいものばかりを利用したゴマの加工が可
能となり、これによってゴマリグナン類をより
多く摂取できることも期待できます。

様々な発酵食品に利用されてきた乳酸菌の効果
乳酸菌も古くからヨーグルトやチーズ、漬物などの発酵食品を作
る際に利用されてきました。乳酸菌とは単一の菌の名称ではなく、
糖を分解して乳酸を作り出す菌の総称です。
乳酸菌による効果については様々ありますが、特筆すべきは「腸
内環境を整える」ことです。人の腸内には100 ～ 500種類、100兆
個以上の腸内細菌が存在しています。腸内細菌には健康に良い効
果を与える「善玉菌」、健康に悪い影響を与える「悪玉菌」、その
どちらでもない腸内細菌がひしめき合っています。
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このなかで「悪玉菌」が増えすぎてしまうと、いろいろな面で健康に悪影響を与えてしまいます。乳酸菌は「善
玉菌」を増やす手助けをしてくれますので、「悪玉菌」の過剰な増加を防ぎ、腸内環境を整えてくれます。
他にも乳酸菌には免疫力を高める、調整するといった効果があるとされています。腸は免疫と密接な関係が
あり、健康の要として重要な器官です。乳酸菌によって「善玉菌」を増やすことで、結果的に免疫力を高め
ることにもなるのです。

加熱処理によるセサモールの生成
ゴマリグナン類の一つであるセサモリンは、抗酸化性物質の前
駆体です。分解されるとセサモールという抗酸化性の高い化合
物が生成されることが知られています。
ゴマを乳酸発酵後、加熱処理を施すことでセサモリンがセサモー
ルへと分解されることが考えられ、温度条件や乳酸菌株を変え
ながら実験を繰り返し、セサミンを減少させることなく強い抗
酸化作用のあるセサモールを効率よく生成する手法が開発され
ました。（特許公開2004-173692ゴマ発酵物の製造方法）

乳酸菌発酵によるGABA産生
GABA（ガンマアミノ酪酸）はアミノ酸の一種で、ぬか漬けや
キムチなどの発酵食品に比較的多く含まれていることが知られ
ています。当社では乳酸菌によるGABA産生の研究を進めてき
ましたが、このほど数多くの菌株の中からある乳酸菌を見出し、
効率よくGABAを産生する方法を開発しました。
GABAは抑制性の神経伝達物質であることから、アドレナリン
やドーパミン等の興奮系神経伝達物質の過剰分泌を抑え、気持
ちを落ち着かせてリラックスさせてくれる抗ストレス作用があ
るともいわれており、学習効果や不眠改善にもよいという研究
結果もあります。



美肌・乾燥肌・肌荒れ
むくみ改善・胃腸機能正常化

ハトムギは女性に
嬉しい効果が期待
できるみたい…

古くからハトムギは薏苡仁（ヨクイニン）と呼ばれる生薬と
して、上記のような効果が期待されて利用されてきました。
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ほかにもGABAがノルアドレナリンの分泌を抑制し、血管の収縮を緩和するために血圧が降下すると考えら
れていますので高血圧の改善にも効果が期待できます。 

ハトムギを配合することによる相乗効果
ハトムギは良質なタンパク質を豊富に含み、このタンパク質のアミノ酸組成は穀類の中でも非常に良質とさ
れています。他にもビタミンB1、ビタミンB2、カルシウム、鉄分、食物繊維なども豊富に含まれていて新陳
代謝を増進してくれることが良く知られています。これらの栄養成分を豊富に含むハトムギを、乳酸発酵処
理を行い、抗酸化物質を豊富に含んだ黒ゴマに配合することによって相乗効果が期待できます。ハトムギ単
体での期待できる効用については、アトピー・肌荒れ・乾燥肌・美肌・イボ取り・むくみ等の改善（利尿作
用による）や、胃腸機能の正常化などの妙薬として、
古くから利用されてきました。
また、ハトムギに含まれる成分の一つ、コイクセノラ
イドという物質には抗腫瘍作用があるといわれ、ガン
細胞を抑制する働きがあることが確認されています。
このように、さまざまな効果が期待できるハトムギで
すが、最大のポイントは新陳代謝の増進効果によって、
体内の水分の流れを良くしてくれるということです。
これにより体内の余分な熱や水分が排出され、排膿・
解毒作用・整腸作用・皮膚の浄化などの効果に結びつ
いているようです。












